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観測手法の調和化・標準化
エルマウG7サミットでの日本の公約。世界１０カ国以上、30人ほどの研究者を日本に
招聘し、マイクロプラスチック観測のガイドラインを作成、環境省ウェブサイトで公開
Michida et al.(2019)

ガイドラインの一部を国際学術誌に発表 Isobe et al. (2019)

マイクロプラ浮遊量データセットを作成し、掲載誌よりダウンロード
Isobe et al. (2021)

日米欧の共有データセットへ(IMDOS構想)



誰でも無償でダウンロードできる世界の海洋に浮遊するマイクロプラスチック現存量のデータセット

 とりあえず発表論文のSupplementary Informationと
してデータを公開中

 環境省のデータベースとして、データの更新と公開

 Global Ocean Observing Systemと国連環境計
画の展開するIntegrated Marine Debris 

Observing System (IMDOS)でデータ互換。日米
(NOAA)欧(EqCharm)が主導

(Isobe et al., 2021)
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マイクロプラスチック(>300μm)浮遊量の現状
21世紀以降で世界で観測された浮遊マイクロプラスチック濃度

 大洋の中央であろうが浮遊マイクロプラスチックの高濃度域は観測されるが、特に

東アジア海域で多い。太平洋平均の17倍、世界平均の27倍
 観測データの収集では、西太平洋や南極海、インド洋東部で日本の貢献が大

きい
 東南アジア海域やインド洋は、データがほとんどない。

 現在、海水1立方メートルあたりの浮遊量は、多くて100ミリグラムを少し超え

る程度。アジア海域で数粒程度。

コンピュータ・シミュレーションで作成した現在の浮遊量

mg/m3

Isobe et al. (2015)
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コンピュータシミュレーションで作成した現在(上)と50年後(下)の浮遊マイクロプラスチック濃度

 このままプラスチックごみが流出量を増やし続ければ、2060年代には、日本周辺と太平洋
中央部で、海水1立方メートルあたりで1グラムを超える海域が現れる。

 実験室で海洋生物に何らかの影響が出た濃度が、実海域にも出現するということ

 ただし、サイズが違うことに注意。観測やシミュレーションは、0.3 mm以上のマイクロプラス
チックが対象。一方で実験は、二桁から三桁以上の小さなサイズのプラスチックビーズを与
えている。大きなものから小さなマイクロプラスチックに、質量を保存したまま破砕され、海
面近くに浮いているか、今は不明

 0.3mm以下の小さなマイクロプラスチックを観測して、実験とのギャップを埋めることが急務

mg/m3

Isobe et al. (Nature Communications, 2019)

> 1 g/m3

> 1 g/m3

> 1 g/m3

マイクロプラスチック(>300μm)浮遊量の将来



(Isobe & Iwasaki, 2022, Sci. Total. Env.)

全球に拡張された海洋プラスチックの発生・輸送・消失(海面下への沈降)シミュレーション

海洋プラスチックの複数の発生シナ
リオに基づいた海域浮遊量の予測
計算へ



 海洋に流出した2500万トン/60年のうち，
(36.9+29.8)=66.7%は，今の体制では観測できない

 陸域では膨大な(95%!)プラスチックが行方不明となっ
ている(数百μm以下に微細化して，川や大気を経て

海に入った？陸に残る？)

missing plastics

(Isobe & Iwasaki, 2022, Sci. Total. Env.)



宮古島換算のMP年齢(紫外線暴露時間)

 浮遊MPの年齢は岸近くで0−5年

 一方、岸から遠い亜熱帯循環の内部や赤
道太平洋では、若い(<1年)MPや、年を経
た(>3年)MPは見当たらない。

 3年以上の滞留を許さない海洋表層からの
消失機構が、海にだけ存在する。岸に打ち
上がった間は、この消失過程が回避される
らしい。

 環境水温(θ)は採取位置の長期平均SST(J-DOSS
の統計値)。*採取位置を中心にした１０００km格子の水温
偏差で年齢の揺らぎは0.2年程度

 宮古島のUVインデックス(𝑈𝐼)は、観測期間中の年平均値

𝑻 = 𝑰∗(𝑪𝑰, 𝜽)/(𝟐𝟓𝑼𝑰)

カルボニルインデックス(CI)

Okubo et al. (2023)



宮古島換算のMP年齢(紫外線暴露時間)

Hinata et al. (2022, STOTEN)

別府湾の海底コアサンプルに含まれるMPの解析。70年ほどの人
新世を数年刻みで解析可能

人新世の標準模式地候補である別府湾(ベップワニアン)

コアサンプルに含まれるMP存在量や鉛直フラック
スは、植物プランクトンのそれと同期している

海洋生態系による表層MP除去機構
の存在を示唆している。



スマホアプリと深層学習で、陸上プラスチックごみの存在量・漏出量推定

市民を人工衛星に、画質の上がったスマホを
センサーに見立てたリモートセンシング

 プラごみの存在量(Q)
 時間変化から平均滞

留時間(T)
 Q/T＝Fの投棄速度
 Fと消費量から投棄率
 日本(先進国)とタイ(中進

国)で。英語版、中国語版、
スペイン語版で世界展開* 4万画像/月

九州大・鹿児島大・JAMSTEC・株式会社ピリカ

ピリカ

加古准教授(鹿児島大)提供

原田教授(大阪商大/環境経済学)や佐々木教授(中央大/環境経済学)とground truthをとる全量調査



2021年の集計：ペットボトル
(徳島市) 2021年の集計：ペットボトル(東京都)

2021年の集計：レジ袋(東京都)

https://satreps.trashmap.sns.pirika.org/


